
 筆算、わり算、漢字 

  まもなく第１Qが終わります。 
  １Qで習得しなければいけないのは、「⾜し算と引き算の筆算」「わり算」そし 
 て「漢字」です。 

 〇⾜し算とひき算の筆算 

  以下のように、今後学習していくかけ算の筆算とわり算の筆算に、⾜し算と引き 
 算の筆算が⽤いられます。 

 【かけ算の筆算には⾜し算の筆算が、わり算の筆算には引き算の筆算が含まれています】 

  今後に向けて、しっかりと⾜し算とひき算の筆算を⾝に付けていきましょう。 
  計算間違えは完全になくすことは難しいので、⼿順が理解できているかどうかを 
 ⾒るとよいです。 
  特に引かれる数に０が⼊っている引き算は、⼿順が難しいです。 
  ⼀番間違えが多いのは、６０３ー１９７、１００３－５８５のような、２つ先や 
 ３つ先の位から繰り下がる筆算です。 

  Q休みの前と後に、たしかめテストを実施します。⼿順の完全な習得を⽬指して 
 繰り返し練習していきましょう。 



 〇わり算 

  暗算検定１２級（  ）を４分以内で解くことを⽬指していま 学習プリントなど
 す。 
  わり算は、あまりのあるわり算、わり算の筆算、分数の約分から中学校の因数分 
 解まで、頻繁に使われる重要内容です。  
  １８÷３という式を解く時、「さんいちがさん、さんにがろく‧‧‧」と順番で 
 答えを探しているようではまだまだです。 
  問題を瞬間に「６！」という数字が思い浮かぶように特訓することが必要です。 
  体感ですが、ポイントは毎⽇少しずつずっと続けるよりも、⼀週間で⼀気に集中 
 反復練習をした⽅が効果が⾼いように思います。 

  ２Qには、「あまりのあるわり算」の単元があります。 
  ⼤⼈にとってはなんてことのない簡単な内容だと思われるかもしれません。 
  しかし、右のように、あまりのあ 
 るわり算の解き⽅の⼿順は、わり 
 算、かけ算、引き算を組み合わせて 
 解く複雑なものです。 
  かけ算、わり算、引き算のどれか 
 ⼀つでも習得が不⼗分だと、たちま 
 ち躓いてしまいます。 

  わり算も、Q休みの前と後に、たしかめテストを実施しますので、すばやく正確 
 に解くことができるように繰り返し練習しましょう。 
  すでに暗算検定１２級が達成できている場合は、あまりのあるわり算（１５級、 
 １６級）の練習しておくとよいです。 
  それも達成している場合は、わり算については⼗分習得できているので、ドリル 
 パークで他の単元を学習することをおすすめします。 

 〇漢字 

    これまでユニット１〜３と４〜６のテストを⾏ってきました。 
  Q休み前までに７〜９のテストを⾏い、休み明けにもう⼀度ユニット１〜９のた 
 しかめを⾏ってから、ユニット１０以降に進んでいく予定です。 
  漢字は気を付けていても忘れてしまうものなので、何度も何度も反復練習をする 
 ことが⼤切です。 
  ただ、読書をして漢字に多く触れている⼦、⽇記などで覚えた字を積極的に使っ 
 ている⼦は覚えるのも速いですし、忘れる量も少ないです。 
  覚えたことを利⽤‧活⽤することで記憶の定着が図られるのでしょう。 
  また、３年⽣では部⾸や漢字の意味を理解することが⼤切です。 
  「洋」という字を⾒せて、「この字はどういう意味？」「さんずいはどんな⾔葉 
 に使われることが多い？」などと問いかけながら学習することで、漢字には意味が 
 あることを理解し、その後の新出漢字の習得が段々とスムーズになっていきます。 
  学年が上がるにつれて学習する漢字の量が増え、難易度も上がるのは、こういっ 
 た漢字に関する知識を⼦どもが獲得することも前提としているので、３年⽣でたっ 
 ぷり漢字や部⾸の意味に触れておきましょう。  

https://drive.google.com/drive/folders/1qrWXntBKQvIy-zq89OPADSyjRwlvsBTu

